
平成２９年度 学校関係者評価書 長洲町立長洲中学校

１ 経営方針 ２ 努力点

３ 自己評価結果
分野・領域 評価項目 主な取組状況 評価 後期の改善方策 評価 意見等

学校は、教育目標や方針を保護者や地域にわかりやすく伝えているか A

長洲中の組織の一員として、教育活動に取り組んでいるか A

生徒が共働・協調する能動的授業を行っているか B

反復学習や再テストなど基礎・基本の徹底指導ができているか A

一人一人の努力や能力に応じた評価を行っているか A

学校行事 体育大会や文化・学習発表会などの学校行事を、充実させているか

生徒を主体とした行事になるよう事前の準備や、努力した
り、協力したりする時間と場を確保するように努めてい
る。声かけなどを通して各行事を成功に導くよう支援す
る。

A
今後とも生徒リーダーを中心に、全生徒が動ける体制
を整えるとともに、より充実した取組となるようにす
る。

Ａ
三年生を中心とした取り組み方など指導が活
きていて、体育大会や合唱コンクールなどた
いへん見応えがある。

学校や社会のルールやマナーを守る態度を育てているか A

携帯電話やｲﾝﾀｰﾈｯﾄのルールやマナーを守る態度を育てているか B

子どものよさを見つけ、理解しようとしているか A

いじめや差別のない集団づくりを行っているか A

生徒や保護者からの相談に対して、すぐに対応しているか A

道徳の授業をきちんと行えているか（担任のみ） B

自分から挨拶ができる態度を育てているか A

掃除や整理整頓が行き届いた、美しい環境を整備しているか A

望ましい言語環境を整えているか B

交通事故防止や不審者対策など、子どもたちの安全対策を行っているか A

月に一度の安全点検をきちんと行っているか A

個人情報の管理をきちんと行っているか A

体力向上に向けての取り組みを行っているか A

食事や睡眠など、子どもの健康に対する意識を育てているか A

家庭や地域と連携・協力しながら教育活動を進めているか A

保護者や地域の相談などに適切に対応しているか A

情報の公
開・発信

各種便りやﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞで、保護者や地域に教育活動の様子を知らせているか
学校、学級、保健、図書便り等の発行
安心安全メールの活用

A
長洲中学校ホームページを更に充実させると共に、学
校便りをはじめ、各種通信を充実させ、安心安全メー
ルの活用を進める。

Ａ
安全・安心メールで長洲中のＨＰを普及する
など、今後も広めていってほしい。

進路に関する情報をわかりやすく知らせているか B

生徒に望ましい職業観や勤労観を育む指導を行っているか B

部活動 適正な部活動の組織と運営を行っているか
部活動終了時刻を見直して、下校時間を早めながらも、外
部指導者とともに適切な指導を実施した。

A
部活動終了時刻の厳守と下校時の安全対策を充実させ
る。

Ａ
部活動の終了時間の見直しはとてもよい。部
活動の体制の見直しも今後は必要となってく
るのではないか。

不祥事防止 不祥事防止を常に意識して行動できているか
不祥事新聞報道の周知
懇親会等確認表の記入

A
今後とも校内研修等での不祥事防止研修の充実を図
り、絶対に不祥事を起こしてはならないという意識を
共有する。

Ａ
今後とも自覚と誇りを持って、生徒や保護者
の信頼を守っていってほしい。

教育目標：長洲愛・高めあい 教育文化あふれる長洲中の創造
１ 校長を中心とした指導体制のもと知・徳・体の調和のとれた生徒の育成を図る。
２ 教職員としての使命感と授業力・指導力の向上を図る。
３ 教育課程の実施において、教育活動の量的確保と質的改善を図る。
４ コミュニティ･スクールの推進に努め、体験活動を通して心豊かな生徒の育成を図る。
５ 教育の場にふさわしい環境づくりを図る。

○確かな学力の育成・・・・基礎基本の定着、自ら学ぶ態度の育成
○互いに支え、高めあう集団の育成・・・・生徒会活動・学級活動の活性化、いじめ、不登校の未然防止・早期

対応・早期解消、さわやかなあいさつができる学校づくり
○健全な体の育成と学習環境の整備・充実・・・・地域行事へ積極的参加

職員全員が、自身の職責の重さを痛感し、不祥事を起こしてはな
らないという気持ちを高めるための研修を行った。

道徳の教科化に対する校内研修とローテーション授業
を充実させる。
生徒会を中心とした挨拶運動やﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動の充実を
図る。

生徒指導部を中心に一丸となり、専門機関との連携を
図りながら全生徒への支援を続けていく。生徒指導集
会の活用と情報モラル等の啓発活動も工夫して進め
る。

人権教育に関する講演会、公開授業を実施する。いじ
めは必ず起こるものという認識のもと、早期発見と丁
寧で素早い対応を行うことを更に徹底する。

長洲中をより一層よくする会

Ａ

ＨＰアカウント数の11万回はすごい。最新話
題の更新を今後とも続けてほしい。また、先
生たちは、一丸となって教育に取り組まれて
いると思う。

Ｂ

不登校生徒などへの学習内容の定着と個別の
指導の充実をお願いしたい。また、学び合い
については、教科により、取り組み方の違い
があるのかもしれない。今後の課題としてＢ
とする。

道徳・心
の教育

教育環境

教育目標

学習指導

年度当初に生徒指導集会を開催し、全生徒への一貫した指導を
行った。また、職員が一丸となって各事案に取り組み、即時対応
に努めた。教室には入れない生徒に対しては、専門機関との連携
を図りながら支援を図った。

教育目標や生徒の活躍の様子等、学校便りやHPで周知を図ること
ができた。特にHPは11万回のアカウント数で多くの人たちが見て
いる。行事ごとに職員間の意見を交換し、より効率化させながら
取り組むことができた。

職員全員が、授業改善に取り組むとともに、生徒による授業研究
会を実施して、生徒自身が授業に取り組む態度を向上させた。ま
た、教室に入れない生徒に対応する職員を位置づけ、対応を図っ
た。国数英の基礎基本徹底週間を朝自習に位置づけ、個別指導の
充実も図った。

学習指導要領の改訂に伴い、総則、道徳科、特別活動、総合的な
学習などについて復講を行い、共通理解を深めた。生徒会中心に
挨拶運動やボランティア活動の充実を図ることができた。

キャリア
教育

教科体育や部活動等で体力向上を図ることができた。食育や健康
に対する意識づけにも取り組むことができた。

達成状況

教科体育を中心に体力作りを行う。
部活動や中体連陸上に向けた取組
フッ化物洗口、ﾌﾞﾗｯｼﾝｸﾞ指導の実施

授業参観やＰＴＡの各種行事で説明をするとともに、学校
便り、各学級便り、ＨＰ等で周知を図った。
教職員一人一人が長洲中の職員という自覚と誇りを持ち、
相互に連携して職務を行った。.

豊かなかかわり合いのある言語活動や学びの振り返りの充
実を図る。また、教室に入れない生徒への対応や夏期休業
中や放課後などの個別指導を行う。

学級や学年での取組、心のｱﾝｹｰﾄ
学級、学校便りでの啓発
人権に関わる講演会等

掃除ﾘｰﾀﾞｰを中心に生徒全員で無音清掃に取り組むことができ
た。授業中の言語環境の改善も生徒による授業研究会を通して
行った。

人権教育

ノー部活動デーの実施、下校時刻の改訂と遵守

保健管理

保護者・
地域住民
との連携

各学年とも総合的な学習により、進路学習や職業について学ぶと
ともに地域の協力、町のｻﾎﾟｰﾄにより生徒は、たくさんの経験が
でき、将来の進路への関心を高めることができつつある。

生徒指導

安全管理

対話的で深い学びとなるような授業の改善及び実践
講演会や職場体験、AHS活動

職場訪問(1年)職場体験学習(2年)高校体験入学(3年)、校
内高校説明会、夢の教室、立志式

無音清掃、縦割りによる掃除班
学校版環境ISOの実践
授業中の言語活動の充実

日程等を工夫しながら生徒に向き合う時間を確保している。ま
た、家庭訪問を担任だけでなく、主任、養護教諭等複数で行い、
学校全体で不登校傾向の生徒へ対応している。

◎評定基準 Ａ・・・【十分適切である】、Ｂ・・・【おおむね適切である】、Ｃ・・・【課題がある】、Ｄ・・・【課題が多く速やかな改善が必要】

生徒による授業研究会などを通して、生徒の学習意欲
の向上を図る。
授業改善の工夫に研究組織全体で取り組む。
生徒一人一人への対応及び評価の改善を図る。

交通教室、避難訓練（火事、地震津波、不審者）等、安全
教育の充実を図る。
月一度の安全点検と危機管理マニュアルの見直し
地域協働避難訓練の実施

家庭訪問、PTA活動、学年PTA、親子美化作業、資源物回収、
AHS活動、職場体験学習、地域行事への参加など充実した取組
ができた。

定例の役員会の充実を図り、保護者の意見の集約に努
める。
今後とも地域行事への協力とともに、職場体験学習な
ど地域コーディネイターとの連携を密にする。

掃除ﾘｰﾀﾞｰの育成と隅々まで掃除に取り組む態度を養
う。
言語活動の充実については授業改善と合わせ、学校全
体の言語環境を整えていく。

生徒指導努力事項の共通理解
生徒会情報モラルルールの保護者への啓発および生徒の指
導
心のアンケートや教育相談の実施

PTAの各係活動が充実し、行事等で保護者の参加や協力が活発であ
る。地域行事としては、のしこら祭や町の行事での吹奏楽部演奏、ﾎﾞﾗﾝ
ﾃｨｱ活動など地域行事に積極的に協力できた。

行事写真等を活用し、各便りやHPの充実を更に図る。
指導計画書等の活用及び改善を図る。
報･連･相を更に徹底し、組織として行動する。

3年生のﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟを活かしながら、行事の運営をすることができ
た。特に体育大会や文化学習発表会では、各学年・学級ごとに計
画的かつ意欲を持って取り組み保護者や地域から賞賛の声をいた
だいた。

各学年で、自分の進路についての適切な学習や情報の
提供を行う。
生徒に夢や目標を考えさせる機会と場を増やす。

防災主任を中心として、生徒や職員の危機管理意識を
向上のため、地域協働避難訓練をはじめ、より現実的
な避難訓練を実施する。
安全点検や個人情報の管理についても確実に実施す
る。

今後とも体力向上や健康管理に関する意識向上に向け
た取り組みを進めていく。
養護教諭を中心にフッ化物洗口の準備を行う。

交通教室や避難訓練を実施し、月１回の安全点検日を設け安全管
理に努めることができ、修繕等すぐに対応した。情報管理は職員
で共通実践を続けている。

学校便りを始め、毎日学級通信を出している学級もあり、各種便
りの発行、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞも充実が図れた。
安心安全メールの積極的な活用を行い、ほぼ全ての保護者に入っ
てもらい、連絡網の代わりとなっている。

Ａ

Ｂ

学校としてはできる限り対応してほしい。不
登校には学校単独の取組では対応が難しい。
家庭へのケアが要るのではないか。

Ａ

いじめは必ず起こるものという態度で取り組
むのはいい。防止と共に早期発見に努めると
ともに、生徒一人一人に居場所と充実感を与
えていってほしい。

Ｂ

朝の挨拶運動で頑張っている姿をよく見かけ
る。また、道徳の授業もきちんとされている
と思うが、更に生徒の道徳性を育んでいって
ほしい。

Ａ

Ａ

校長先生をはじめ、生徒が朝から清掃活動を
していて頑張っている。挨拶についても、も
のすごくはきはきとしていて、10年前の生徒
より今の中学生が良いと思う。

Ａ
良くできているが、防災訓練の改善点はない
かという視点で話し合い、更に充実させてほ
しい。

立志式で生徒の決意を書いた短冊を冊子にし
て配る予定だが、保護者が自分の子どもと夢
や希望を語るきっかけとしてほしい。

Ａ

ＰＴＡの資源物回収も昨年以上の収入を得た
り、前ＰＴＡ会長の田成さんが地域コーディ
ネーターとして学校と地域をうまくつないで
くれている。

朝の陸上練習など体力向上の取組は良くやら
れていると思う。


